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活性化された免疫系細胞から放出される、インターロイキン1やインターロ
イキン6といったサイトカイン類が脳内の血管の内皮細胞に作用すると、内
皮細胞内でプロスタグランジン合成酵素群が作られ、この酵素群の働きに
よってプロスタグランジンE2が産生される。

アスピリンに代表される市販の非ステロイド性解熱鎮痛剤の多くは、プロス
タグランジン合成酵素群を阻害することで、プロスタグランジンE2を作らせな
いようにして発熱のメカニズムを抑えている。

内皮細胞内で産生されたプロスタグランジンE2は脳組織の中へ拡散し、視
索前野と呼ばれる体温調節中枢に存在する神経細胞の表面にあるEP3と呼
ばれる受容体に作用する。このことによって、発熱（体温上昇）にかかわる脳
内の神経回路が活性化される。

発熱の原因は免疫担当細胞のサイトカインが原因
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抗腫瘍免疫応答

免疫とは生体異物（非自己）を排除するための機構であり、正常な状態では自己に対し
て免疫機構は働かない。自己と非自己の判別は各細胞が主要組織適合遺伝子複合体
（MHC）クラスIと呼ばれるＨＬＡ分子を介して識別することによって行われる。

細胞障害性T細胞（CTL）は腫瘍免疫の主役を担う細胞であり、ウイルス感染細胞や癌
細胞等の除去を担当する。
ウイルスや紫外線などにより誘発された腫瘍は抗原性が高く、CTLにより認識されやす
いが、自然発生癌による腫瘍細胞は抗原性が低く、排除されにくい。

CTLの分化は樹状細胞からの抗原提示によって誘導される。抗原提示を受けたヘル
パーT細胞は活性化してサイトカインを放出し、CTLの分化･増殖を促す。また、腫瘍免疫
には適応免疫系だけではなく、NK細胞やNKT細胞、マクロファージ、顆粒球などの自然
免疫も関与しており、癌の拡大や進展を抑制している。

免疫反応を使った治療

動物抗血清による治療（抗毒素血清療法）

人型抗体による治療（免疫グロブリン療法）

各種出血熱ウイルス感染症治療 ・ 骨粗鬆症
自己免疫性疾患 ・ クローン病 ・ 関節リウマチ
臓器移植後の急性拒絶反応
各種悪性腫瘍 白血病

マムシ毒 ・ ハブ毒 ・ コブラ毒などのヘビ毒
破傷風菌抗血清 ・ ジフテリア抗血清

免疫チェックポイント阻害療法

これまでの免疫療法では、免疫機能を高める方法が中心でした。
しかし、がん細胞が免疫にブレーキをかけ、免疫細胞の攻撃を阻止していま
した。そこで、がん細胞によるブレーキを解除することで、免疫細胞を再び活
発にしてがん細胞を攻撃する新たな治療法が考えられました。

抗体（免疫チェックポイント阻害薬：PD-L1とPD-1の結合を阻害する抗体など）を用いて、
がんが免疫細胞に対してかけているブレーキを解除し、はたらきが弱くなったT細胞が再び
活性化してがん細胞を攻撃。


